
地域の活動が、SDGsにつながっています。
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平和と公正を
すべての人に
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　４月23日、青森市ホテル青森で令和８年度Ｊ
Ａ共済事業推進大会が行われました。令和７年
度に優秀な成績を収めたＬＡが表彰され、当Ｊ
Ａからはシルバークラス２名、ブロンズクラス
３名、計５名が該当となりました。
　ＪＡ共済は組合員・利用者の信頼と期待に応
え、安心と満足を提供し、豊かに暮らすことの
できる地域社会づくりに貢献することを使命と
して推進を行っています。
　同大会では、当ＪＡは「組合員・利用者本位
の活動により、信頼され感謝される訪問の取り
組みを強化し、推進総合目標の早期達成を目指
します」と今年度に向けた決意表明をしました。

L A 優 績 顕 彰を 受 賞

表彰されたＬＡ職員５名と奈良組合長（下段中）と津川常務（上段左）

　営農課では地域農業生産基盤強化のため、農業振興計画を策定し、その計画に関わる助成事業を展
開しています。令和７年度も昨年同様、組合員の声を取り入れて、りんごや米、ハウス栽培など農業
振興のため、計4,000万円を上限として計画しました。
　りんご苗木助成では、苗木の本数は約13,000本、助成金額は約600万円分の申し込みがありました。
一人当たりでは最大30本分、１本当たり500円以内の助成をしています。苗木の配布は４月中旬に各
地区で行われました。
　苗木を受取った生産者からは「今年の冬も雪が多く雪害があった。こういった助成事業も活用して、
またりんご栽培を頑張っていきたい」と話しました。
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